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Ⅰ 情報科学研究科の教育目的と特徴 

１．教育目的 

情報科学研究科は、情報科学の高度な基礎研究を推進するとともに、情報処理、通信、

情報システム、情報生命等の研究開発に携わる人材を組織的に養成すること（学則第５

条）を目的としている。情報科学分野は，進歩が速く変化も絶えない。学術面あるいは

社会において、解決または改良が待たれる問題が数多く存在する。それら問題を見つけ

出すと共に、理論と実践に裏打ちされた研究計画の立案と実行、及び，成果の多面的な

評価を通じて、普遍性・柔軟性・信頼性の高い解決・改良法を導き出すことのできる人

材が求められている。こうした社会的要請に応えるため、中期目標に掲げる「世界水準

の研究成果を背景に、柔軟かつ多様性に富んだ教育環境の下で、国内外で高い志を持っ

て科学技術の進歩に挑戦する人材、及び高度な科学技術の活用や普及により社会・経済

を支える人材を養成する。」に基づき、博士前期課程では、情報科学に関連する幅広い知

識と関心がある専門分野の先端の知識を修得すること、プレゼンテーションやコミュニ

ケーションの能力を修めること、国際的に活躍するために英語の能力を高めること、適

正な倫理感をもつことなどを掲げ、先端科学技術に関する研究あるいはその活用・普及

に従事する人材の育成を目指している。博士後期課程では、長期的な広い視野と専門と

する分野の深い知識を持つこと、社会の変化に柔軟に対応できることなどを掲げ、自立

して研究が遂行でき、国際的な場で主導的な役割を果たすことができる科学技術研究者

の育成を目指している。 

２．特徴 

（１）世界最高水準の大学院づくりを推進 

・博士後期課程に単位制度を導入。さらに、海外の大学との間でのダブルディグリー・

プログラムの新設。フィンランド・オウル大学との間で同プログラムを開始（実績：

学生受け入れ２名） 

・博士前期課程に国際コースを新設（平成 23 年度）。主に留学生を対象に、英語によ

る研究教育環境（入試、授業、研究指導、事務手続き、生活支援のすべて）を提供

すると共に、日本文化入門等を含むカリキュラムを整備 

・産学連携・分野横断による実践的 IT 人材養成推進事業「サイバーメディア社会にお

けるマルチスペシャリスト育成プログラム」を開始（平成 23 年度） 

（２）優秀な学生への豊富な支援プログラム 

・CICP（プロジェクト型研究提案支援制度）：学生の研究提案を年間約８件支援。さら

に模擬国際会議と英語デスクサービスによる実践的プレゼンテーション力の涵養 

・充実した TA・RA 制度や国際交流活動支援制度（年間約 100 名） 

（３）体系的で充実した教育課程 

・情報系以外からの学生のための基礎科目の提供 

・全授業のビデオアーカイブ化による充実した予復習環境 

・教えることにより学ぶアカデミックボランティア 

・教育学博士号を有する Native Speaker による科学英語教育および国際化教育 

・オンライン型英語学習システム「ALC NetAcademy2」の導入 

・優秀学生の短期修了制度（実績：前期 13 名、後期 20 名） 

（４）多様で優秀な学生の獲得 

・博士前期課程入試における高等専門学校推薦選抜（実績：５名） 

・博士後期課程入試における留学生特別推薦選抜（実績：６名） 

・博士後期課程合格者に対する優秀学生奨学制度（実績：18 名） 

・海外の学術交流協定締結校からのインターンシップ学生の受入れ 

【想定する関係者とその期待】 

研究科在学生及び修了生:情報科学最先端分野の知識、研究立案・推進能力の獲得 

受入研究機関・民間企業:国際競争力のある高度研究者・問題解決能力のある技術者育成
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点 教育実施体制 

（観点に係る状況）「研究科の教育及び研究指導方針」（別添資料１）では、情報科学に

係る高度な基礎研究を推進すると共に、(1) 感覚と判断を支援する情報処理技術、(2) 大

規模な情報システムを構成する技術、安心できる情報ネットワークの構築と運用の技術、

(3) 情報科学と生命科学が関わる広汎な融合研究等、情報科学に関する広範囲な領域を

カバーした体系的な教育プログラムを実施して、将来の研究開発を担う研究者や高度な

専門性をもった技術者を養成することを定めている。 

上記３分野に対応して、コンピュータ科学領域（平成 25 年３月現在で８研究室＋１協

力研究室）、メディア情報学領域（同７研究室＋１客員研究室）、システム情報学領域（同

６研究室＋１客員研究室）を設置し（資料 I-1）、全国から優れた業績をもつ研究者を専

任教員として採用し、先端的な教育研究活動を通して高い流動性を保っている（資料

I-2）。教授１名、准教授１名、助教２名からなる基幹研究室を教育活動の基本単位とし、

基礎科目の担当、専門科目の担当、配属学生の研究指導を行っている（資料 I-3 は最新

の平成 25 年度状況）。全ての教授が他大学又は他研究機関での研究教育の経験があり、

平均年齢も助教の場合、全国平均と比較して８歳若い。また、前期課程・後期課程とも

に、1 人の学生を異なる研究室の教授が担当する主・副指導教員制を採用することによ

り、教育の質を保証している。さらに、米国籍専任教授および非常勤講師各１名体制に

より広範な英語教育を展開している。 

研究科内には、企画・戦略・国際部会、広報部会、入試部会、教務部会を設置し、研

究科長、副研究科長、学長補佐とともに、長期的教育戦略の策定から、教育方針と連動

する広報・選抜方法の立案、日々の教育活動のきめ細かな運用までの体系的かつ組織的

活動をスピード感をもって展開している（資料 I-4）。前期・後期課程別学生定員と充足

率等は（資料 I-5）の通りであり、後期課程まで含めて定員をほぼ充足している。 

学生受け入れ当初より、年４学期制を実施している。多様な入学機会を提供するため、

春秋の年２回入学（実績：平成 22～24 年度で秋学期入学者は前期課程 33 名、後期課程

21 名）と、優秀学生の短期修了制度（実績：平成 22～24 年度で前期課程 13 名、後期課

程 20 名が短期修了）を継続的に実施している (資料 IV-1、IV-2)。 

教務部会を中心に、ファカルティディベロップメント(ＦＤ)を実施する体制を維持し

ており、これまで、授業ＦＤとして次の３項目を実施してきた。(i) アンケートによる

授業評価：学生に対するアンケートに加え、結果に対して各教員が行った改善を調査し

（教員アンケート）、フィードバック効果を確認している。(ii) 海外ＦＤ研修：毎年若

手教員数名を米国大学に派遣している。(iii) ＦＤ研修会の開催：(i)-(ii)の内容を報

告して教員で情報共有し、更なるＦＤ効果の向上を図っている（資料 I-6）。また、大学

院大学の利点を生かし、研究指導に関するＦＤを実施している。教員アンケート結果（資

料 I-7）に示されている通り、各教員が、上記(i)-(iii)で得られた知見に基づき、教材

を分かりやすく更新する等の改善を行っている。 

（水準）期待される水準を上回る。 

（判断理由）多彩な背景と経験をもつ教員の活発な研究活動を基盤として、研究科長の

リーダーシップの下、副研究科長、学長補佐、入試・教務部会が緊密に連携を取り、効

果的な教育実施体制としている。大学院教育実質化の取り組みが評価され、平成 22 年文

部科学省国立大学法人評価委員会による第一期中期目標・中期計画評価では総合評価１

位となった。教育改善の取り組みについては、FD 研修会等への専任教員の出席率が極め

て高い（24 年度：50％）ことからわかるように、教員のＦＤへの意識は非常に高い（資

料 I-8）。教員アンケートからは、個々の教員が学生によるアンケート等で明らかになっ

た課題に対して即座に改善を実施するというフィードバックが機能していることが示さ

れている。 
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観点 教育内容・方法 

（観点に係る状況）資料 II-１に示す体系的履修プロセス（平成 24 年度に策定）を資料

II-2 に示す科目構成により実施している。前期課程は、情報倫理・知財・技術経営論・

科学哲学等の一般科目群、大学院大学に多い異分野学生向け数学・情報基礎科目群、講

義・演習・プロジェクト実習から構成される情報専門科目群（１／３は英語による講義）、

最先端内容を対話的に行う研究室特論群（必修）により編成している（資料 Q-1）。また、

専任教員による多彩な国際化教育科目群を配置し、連携してリーダーの資質を涵養する

アドバンストプロジェクト（CICP 制度：資料 III-8 および別添資料２）を運営している。

修士論文研究の一環として、第一線の外部研究者による講演（ゼミナールⅠ）、各自の研

究進捗報告（ゼミナールⅡ）がある。特に月曜と水曜は、終日、研究室特論、ゼミナー

ルおよび修士論文研究に充当し、柔軟な時間配分に基づくメリハリのある教育を可能と

している（資料 III-2）。専門科目では個々に演習・グループ課題・ディベートを課し、

教育効果を上げている。 

シラバス・時間割・自動録画オンデマンド講義ビデオを体系的に電子化しており（資

料 III-1、III-2、III-3）、全学生が活用している。ほぼ全ての教員が担当科目の授業ペ

ージに資料を掲載する等、きめ細かな対応を行っている。また、他大学と協力して遠隔

合同授業も行っている（資料 III-4(a)）。先導的ＩＴスペシャリスト育成推進プログラ

ムでは、９大学が連携して作成したビデオ教材を視聴し、講義や演習と組み合わせて教

育効果の向上を図っている（資料 III-4(b)）。プロジェクト実習は、①講義中心の専門

科目と同期させ、担当講座内の実験設備を活用した少人数クラス（１テーマ数名）の実

習や実験を行う学内テーマ（資料 III-5）と、②学外研究機関のインターンシップとし

て行う学外テーマがある（平成 22/23/24 年度の受け入れ機関数は各 15/17/10、合格者

数は各 18/25/15）。異分野のテーマにも学生が積極的に参加している。TA や RA を計画的

に採用し、演習補助等で教育効果を上げている（資料 III-6、III-7）。 

後期課程は、平成 22 年度より単位化を行い、国際化科目群、先進情報科学特別講義（助

教が先端トピックスを英語で講義：資料 Q-3 に含む）、アドバンストプロジェクトおよび

博士論文研究により編成している（資料 Q-2）。前期課程・後期課程に義務付けている研

究進捗報告会では、主指導教員と異なる観点から副指導教員が評価・助言を行っている。 

さらに、社会の強い要請に応え、以下の３つの取組みを行ってきた。(i)ＩＴ分野高度

技術者育成：「先導的ＩＴスペシャリスト育成推進プログラム」、「産学連携・分野横断に

よる実践的ＩＴ人材養成推進プログラム」、「情報技術人材育成のための実践教育ネット

ワーク形成事業」を実施し、関連大学及び関連企業と連携した、実践的な技術者育成教

育を行っている（資料 II-3）。(ii)民間研究機関等での長期派遣型連携教育：平成７年

度から民間の研究機関等との協力による教育連携講座（資料 I-3）を設置し、例えば平

成 22/23/24 年度は、各７/４/８名の前期課程学生が連携講座での研究指導により修士論

文を提出して課程を修了している。(iii)国際化教育：学術交流協定校への長期海外派遣

教育（平成 24 年度、１ヶ月を超える派遣は 17 件、うち３ヶ月を超える派遣は３件）、及

び、国際会議発表を中心とする短期海外派遣教育を行っている（資料 II-4）。派遣の事

前教育として、米国籍教員による「英語プレゼンテーション法」、「英語コミュニケーシ

ョン法」、「英語ライティング法」等計９科目の少人数教育に加え、TOEIC 英語学内試験

を希望者に無料で年２回実施している（資料 II-5）。常設の英文デスクサービスでは、

年間平均 30 編の論文添削を行っている（資料 II-6）。 

（水準）期待される水準を上回る。 

（判断理由）これまでの教育実績を評価され、平成 22 年度以降、「先導的ＩＴスペシャ

リスト育成推進プログラム」、「産学連携・分野横断による実践的ＩＴ人材養成推進プロ

グラム」、「留学生交流支援制度プログラム」、「情報技術人材育成のための実践教育ネッ

トワーク形成事業」、「国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラム」に採択され

ている。また、「先導的ＩＴスペシャリスト育成推進プログラム」の文部科学省による事

後評価（平成 24 年 3 月）は最上位ランクであった（資料 III-9）。
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資料 I-1 教員の配置状況（平成 25 年 3 月現在） 

 

領域 研究室数
所属教員数 

教授 准教授 助教 助手 特任 

コンピュータ科学領域 8 8 7 13

1 

4

  （協力研究室） 1 1 1 2 3

メディア情報学領域 7 6 8 10   

  （客員研究室） 1 1 1     

システム情報学領域 6 6 5 9 5

  （客員研究室） 1 1 1     

教育連携研究室 13 12 8     

  合計（人数は専任教員） 37 20 20 32 1   

 

 

資料 I-2 専任教員の前任機関と平均年齢（平成 25 年 3 月現在） 

  職 名  
教 授  准 教 授  助 教  助 手  計  

機 関    

国 ・公 ・私 立 大 学  15 11 15   41 

研 究 所 等  5 2 3   10 

その他 （新 卒 等 ）   7 14 1 22 

計  20 20 32 1 73 

平 均 年 齢  52.4  40.3  33.3  45.0  40.7  

全 国 平 均 年 齢  57.7  46.5  37.9  35.0  48.7  

（注 ） 全 国 平 均 年 齢 は「平 成 22 年 度 学 校 教 員 統 計 調 査 」による。 
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資料 I-3 各研究室の教育研究分野 
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資料 I-3（続き） 
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資料 I-3（続き） 

7



奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科 

 
 

 
 

 

8



奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科 

 
 

資料 I-3（続き） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料 I-4 教育実施体制 
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資料 I-5 課程別の学生定員と現員 

【博士前期課程】 【平成 25 年 3 月 31 日現在】 

区   分 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

入学定員 146 人 135 人 135 人 

入学者数(各年度 11.1 現在) 147 人 154 人 147 人 

入学定員充足率 101 ％ 114 ％ 109 ％ 

在籍者数(各年度 11.1 現在) 317 人 312 人 313 人 

学位（修士）授与数（各年度 3.31 現在） 150 人 139 人 135 人 

学位授与率 ※１ 94 ％ 92 ％ 93 ％ 

【博士後期課程】 
           

区   分 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

入学定員 43 人 40 人 40 人 

入学者数(各年度 11.1 現在) 40 人 36 人 37 人 

入学定員充足率 93 ％ 90 ％ 93 ％ 

在籍者数(各年度 11.1 現在) 124 人 113 人 118 人 

学位（博士）授与数（各年度 3.31 現在） 27 人 27 人 28 人 

  
☆うち、「研究指導認定退学」

後の授与数（各年度 3.31 現在）
5 人 2 人 2 人 

学位授与率 ※１ 69 ％ 69 ％ 61 ％ 

論文博士授与数（各年度 3.31 現在） 2 人   0 人   2 人 

標準修業年限内の学位授与率 ※２ 46 ％ 59 ％ 46 ％ 

  

※１ 前期課程の場合においては当該年度の学位授与数を２年前の入学者数で割った数値、

後期課程の場合においては当該年度の課程博士授与数を３年前の入学者数で割った数値 

※２ 当該年度に修了予定の者（博士後期課程は３年前の入学者）のうち、学位を授与され

た者の割合 
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資料 I-6 ＦＤ研修会 平成 23-24 年度

 

情報科学研究科における FD の取り組みについて 

情報科学研究科では FD の取り組みとして、平成 10 年度より学生による授業評価アンケートを

実施している。当初の授業評価アンケートの実施目的は、担当教員へ授業をよりよくするための参

考 として学 生 の意 見 をフィードバックすることと、各 年 度 におけるベストティーチング賞 の選 考 基 準

の一つとすることであった。授業評価アンケートはその後、任意参加から全教科実施に変更して継

続 している。アンケート内 容 は基 本 的 な評 価 項 目 は共 通 しており、年 度 毎 の評 価 結 果 を比 較 でき

るようになっている。また、授 業 評 価 結 果 を受 けて、教 員 がどのように改 善 しているかを把 握 するた

め、平成 16 年度より教員へのアンケートも実施している。このような取り組みの中で、学生に対して

より良い教育を行うため，各教員が講義にあたり様々な取り組みを行っている。 

平成 16 年度に当時の鳥居宏次学長の下、全学の方針として、若手教員を中心に学外にて FD

研修を実施することとなった。平成 24 年 2 月、研究科の FD 研修会を開催し、研究指導 FD 海外

調査教員１名、および、海外 FD 研修教員 2 名からの報告が行われた。また、平成 25 年 2 月、同

様に FD 研修会を開催し、海外 FD 研修教員 2 名の報告と本研究科 FD の取り組みの報告を行

った後、ディスカッションを行った。特に、平成 24 年 2 月の FD 研修会では、一方的な説明になり

がちな従来型講義に加えて、ディスカッション形式に基づいて学生の積極的な参加を促す講義枠

を設けるべきとの提案があった。また、平成 25 年 2 月の FD 研修会では国際コース新設に伴い平

成 22 年より開始した英語による講義の授業評価への影響に関して報告があった。導入から 3 年

経 過 した現 在 までの各 教 員 の取 り組 みにより、英 語 講 義 の授 業 評 価 が改 善 されていることが示 さ

れた。平成 24 年度に企画・戦略部会を中心にカリキュラムを再検討し、資料 II-1 および資料 II-2

に記載の「研究室特論 I,II,III,IV」を新設する大幅な改革を実現した。研究室特論は、複数研究

室の共 同運 用も想定しており、他流 試合に参加 したいやる気のある学 生が学 力を磨く場や、研 究

室ローテーションの枠組みとして、今後、積極的に活用していく。 

 

ＦＤ（ファカルティディベロップメント）研修会 
・ 日時・場所： 2012 年 2 月 23 日（木） L1 講義室 
・ 趣 旨 ： 本 学 の中 期 目 標 小 項 目  (2) 「教 育 の実 施 体 制 等 に関 する目 標 」を達 成 する措 置 の

一環として、ファカルティディベロップメント（FD）に関する研修会を開催します。 
・ 主な聴講者：本学情報科学研究科教員（教授、助教授、助手）。 
・ プログラム 

1） 開会のごあいさつ 15:30-15:35 
湊 小太郎 情報科学研究科長  

2） 研究指導 FD 海外調査報告 15:35-16:05 
小木曽公尚 助教 

3） 授業 FD 海外研修報告 16:05-16:35 
杉本 謙二 教授 
佐藤 智和 准教授 

4） 授業評価に関する報告 16:35-16:55 
新保 仁 准教授 
米田 友和 助教 

 
ＦＤ（ファカルティディベロップメント）研修会 

・ 日時・場所： 2013 年 2 月 28 日（木） L1 講義室 
・ 趣 旨 ： 本 学 の中 期 目 標 小 項 目  (2) 「教 育 の実 施 体 制 等 に関 する目 標 」を達 成 する措 置 の

一環として、ファカルティディベロップメント（FD）に関する研修会を開催します。 
・ 主な聴講者：本学情報科学研究科教員（教授、助教授、助手）。 
・ プログラム 

1） 開会のごあいさつ 15:30-15:35 
湊 小太郎 情報科学研究科長  

2） 授業評価に関する報告 15:35-15:55 
新保 仁 准教授 

3） 海外 FD 研修報告 15:55-16:45 
市川 昊平 准教授 
東野 武史 准教授 
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資料 I-7 教員アンケート結果 

67%

33%

67%

0%

33%

100%

67%

33%

100%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

テキスト内容

授業難易度

プレゼンテーション手法

レポート・試験方法

中間アンケートを

平成24年度

更新した 更新しなかった

不変

変化させた

変化させた

変化させなかった

変化させなかった

取らなかった  
※従来は全 15 回の講義途中で中間アンケートを取っていたが、講義の１単位化により全

８回の講義が一般的となった。このため中間アンケート結果を取って後半の講義改善に

結びつけることが難しくなったと考えられる。 

 

資料 I-8 ＦＤ研修会 専任教員出席者数 

年度 H23 H24
参加人数 約３０人 約４０人  
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資料 II-1 教育プロセス 
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資料 II-2 授業科目及び担当教員一覧 
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資料 II-2（続き）  
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資料 II-2（続き） 
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資料 II-2（続き） 
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資料 II-3 ＩＴ技術者の育成 

 

 

 

 

○平成 24 年度「情報技術人材育成のための実践教育ネットワーク形成事業」が採択され（他大

学 との共 同 申 請 ）、本 学 が分 担 するセキュリティ分 野 の具 体 的 課 題 を解 決 できる人 材 育 成 プログ

ラム「enPiT/Security～SecCap」の実施に着手した。本プログラムではセキュリティ分野において複

数の大学と産業界による全国的なネットワークを形成し、実際の課題に基づく課題解決型学習等

の実践的な教育を実施・普及することを目的としている。平成 24 年度 は連携校との体制構築 と

25 年度からの本格実施に向けたカリキュラムの整備、教材の開発、演習環境の整備を行った。 

○平成 23 年度文部科学省特別経費「産学連携・分

野 横断 による実 践的 ＩＴ人 材養 成 推 進 事業」として採

択された人材育成プログラム IT-Triadic を実施した。

本 プログラムでは、専 門 的 な技 能 を有 するだけでなく

関連する分野の知識、他の分野の技術者と連携でき

る能 力 を備 えた人 材 を「マルチスペシャリスト」と定 義

し、その育 成 をおこなう。IT-Triadic プログラムでは、

専 門 力 を深 めるために、ソフトウェア、ロボティクス、情

報 ネットワークセキュリティの３つの技 術 分 野 の軸 とな

るコースに各 専 門 分 野 を横 断 する「マルチスペシャリ

ストコース」を加 えた、４つのコースを設 定 し、複 数 の

技術 領 域にまたがる問 題をチームで解決させることに

主 眼 を置 き、複 合 力 を養 うためのプロジェクト学 習 型

の演習 授業 を用意し、国内 外の有 望な人 材を幅広 く

受入れ、育成できる環境を提供している。平成 23 年

度 は、教 育 体 制 の整 備 と教 材 の開 発 を行 った。平 成

24 年度は 24 名の履修生を受け入れた。本プログラム

の修了期間は最長 2 年と設定しているため、24 年度

3 月までにプログラムを修了したものは 3 名である。 

○平成 19 年度～平成 22 年度に先導的 IT スペシャリスト育成推進プログラム(情報セキュリティ

人材育成事業)として支援を受け、関西を中心とした情報系 4 大学院により実施した、連携型教

育コース IT Keys (IT specialist program to promote Key Engineers as securitY Specialists)を

23 年度以降も自主的に継続している。IT Keys では、公的機関や企業等の組織において情報セ

キュリティ対 策 を実 施 する上 で責 任 者 となる最 高 情 報 セキュリティ責 任 者 (CISO)および実 際 に対

策 を立 案 しオペレーションを指 示 することができる情 報 セキュリティ担 当 者 (CISO 補 佐 )の育 成 を

目的としている。平成 22 年度は履修者 6 名（10 名の履修希望者から選抜）全員が所定の単位を

すべて取得し、本プログラムを修了した。平成 23 年度履修者 6 名（16 名の履修希望者から選抜）

が所定の単位をすべて取得し、本プログラムを修了した。平成 24 年度履修者 6 名（7 名の履修希

望者から選抜）全員が所定の単位をすべて取得し、本プログラムを修了した。 

○平成 18 年度～平成 21 年度にソフトウェア技術者育成事業（いわゆるＩＴスペシャリスト）として支

援を受けた IT Spiral (IT Specialist Program Initiative for Reality-based Advanced Learning)

を 22 年度以降も自主的に継続している。具体的にはこの分野における卓越した専門家を抱える

関 西 圏 の情 報 系 ９大 学 院 が結 集 して融 合 連 携 型 専 攻 を構 築 し、他 大 学 院 との合 同 プロジェクト

演習や、ビデオ等による連携授業の実施、実開発プロジェクトに基づいた教材の作成などにより、

実践的教育を推進している（「基礎・先端ソフトウェア工学科目群」）。平成 22 年度は履修者７名

（10 名の履修希望者から選抜）全員が所定の単位を取得し本プログラムを修了した。平成 23 年

度 は履 修 者 ５名 中 ４名 が所 定 の単 位 を取 得 し本 プログラムを修 了 した（うち１名 は 24 年 度 に認

定）。平成 24 年度は履修者３名は全員が所定の単位を取得し、本プログラムを修了した。 
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資料 II-4 学生の海外渡航状況 

  平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度

海外渡航者数 109  99  109  

 

 

資料 II-5 TOEIC 実施状況 

【受験者数】 

  22 年度夏 22 年度冬 23 年度夏 23 年度冬 24 年度夏 24 年度冬

M1 107 97 126 117 112 106

M2 83 68 78 70 76 69

D1 10 17 11 10 16 16

D2 10 14 14 10 9 10

D3 8 6 10 4 8 12

研究生等 1 8 8 8 10 2

計 219 210 247 219 231 215

平均点 541 584 579 602 619 618 

【４回連続受験者の成績変化（平均との差分）】 

24 年度夏で４回連続受

験（3 人） 
-89 -36 -80 -83 

24 年度冬で４回連続受

験（49 人） 
  -11 -1 -22 -11 
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資料 II-6 英文デスクサービスの案内 
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資料 III-1 シラバス例  
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資料 III-2 時間割例（平成 24 年度策定） 
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資料 III-3 授業アーカイブのコンテンツ例 
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資料 III-4(a) 遠隔合同授業のシラバス 
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資料 III-4(a) （続き） 
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資料 III-4(b) 先導的ＩＴスペシャリスト育成推進プログラムのシラバス 
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資料 III-4(b)（続き） 
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資料 III-5 プロジェクト実習学内テーマ 

学内テーマ 合格者 
他研究室学

生(内数) 

平成 22 年度     

制御アルゴリズムから組込みソフトウェア実装までの体験（ロボット制御） 13 9

知的財産権判例研究 11 11

医用画像処理とボリュームグラフィックス 9 2

多言語対応検索エンジンの作成 3 1

人の動きの三次元ビデオ撮影および表示システム 3 1

移動ロボットによる地図生成及びナビゲーション 5 1

ムービングプロジェクタと ARToolKit を用いた映像投影 1 0

CAD ツールを用いた LSI の設計とテスト 5 0

４Ｋディスプレイ用手ぶら型対話システムの開発 3 1

ＧＰＧＰＵによる自然言語処理 2 1

マルチレベル・エミュレーション環境による分散システムの理解 5 3

ＬＳＩの設定と実現 4 0

ニュートンモール活性化アプリケーションの開発 4 4

小計 68 34

平成 23 年度     

マルチレベル・エミュレーション環境による分散システムの理解 3 0

人の動きの三次元ビデオ撮影および表示システム 3 2

制御アルゴリズムから組込みソフトウェア実装までの体験（ロボット制御） 7 4

Delay Tolerant Network の構築と評価 3 1

LSI の設計と実現 7 0

CAD ツールを用いた LSI の設計とテスト 2 0

コンテキストアウェアシステムの構築実験 7 1

OpenCV を用いた駐車場モニタリングシステムの開発  3 2

スマートフォン通信アプリの作成と実装 9 7

頑健な自然言語処理のためのシステム開発と新技術の評価 3 0

上体ヒューマノイドロボットとビジョンを用いた物体操作 3 2

フィジカルコンピューティング実習:Kinect,Arduino を使ったガジェット製作 1 0

コミュニケーション支援技術の開発 9 1

小計 60 20

平成 24 年度     

制御アルゴリズムから組込みソフトウェア実装までの体験（ロボット制御） 12 8

実世界の自然言語テキストの頑健な解析手法の研究と開発 10 9

ミラーロボット 〜動きとしゃべりを真似るロボットを作ろう〜 3 1

コミュニケーション支援技術の開発 9 9

生体信号からの動作・知覚内容推定 4 3

LSI(プロセッサ)の設計と実装 4 3

画像からの三次元形状復元 3 0

CAD ツールを用いた LSI の設計とテスト 4 4

超高精細大型タッチパネルディスプレイとのインタラクション 1 0

スマートフォン通信アプリの作成 3 1

コンテキストアウェアシステムの構築実験 7 0

スマートフォンを用いたウェザーモニタリング 2 1

ブロードバンドワイヤレス通信システムの計算機シミュレーション 5 0

小計 67 39
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資料 III-6 ＴＡの採用人数（平成 22～24 年度） 

  平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

博士前期課程２年 130 104 93 

博士後期課程１年 18 10 4 

博士後期課程２年 12 5 6 

博士後期課程３年 10 2 4 

合計 170 121 121 

 

 

資料 III-7 ＲＡの採用人数（平成 22～24 年度） 

  平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

博士前期課程１年 研究科長特別：３   運営費：６ 

博士前期課程２年 研究科長特別：４ 
運営費：３５ 

研究科長特別：３ 
運営費：４３ 

博士後期課程１年 
運営費：３ 

特別教育研究：３ 

運営費：１９ 

国際展開：１ 

運営費：１３ 

国際展開：３ 

博士後期課程２年 
運営費：２ 

受託研究：１ 

運営費：２２ 

国際展開：３ 
運営費：２０ 

博士後期課程３年 特別教育研究：１ 運営費：１９ 
運営費：２１ 

国際展開：３ 

合計 17 102 109 
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資料 III-8 学生の自主性に基づくプロジェクト型研究実施状況（平成 22～24 年度） 

 

【応募・採択状況】 

 応募 採択 

平成 22 年度 20 7 

平成 23 年度 22 8 

平成 24 年度 16 10 

 

【採択テーマ一覧】 

平成 22 年度 

人の目 VS 生体信号解析、どちらが人の心を読めるか 

Emotion and Stress Detection Using Social Networking Mobile Applications 

健康情報を用いたライフシミュレーョン 

クラウドを暴く可視化システムの開発 

ぶれない一途なレーザーポインタの開発 

Project Bayanihan: A Web 2.0 Front-end for Flood Mapping Systems 

新聞を読みマーケットの動向を予測する AI 自然言語処理的マーケットシミュレータ 

平成 23 年度 

NAIST Ring: ユビキタス環境における新しい学生証の提案 

自閉症児のための 3G を含んだ意図理解・表出支援 iPad アプリケーションの開発 

巨大二足歩行型ロボット 奈良の大地に立つ!!  

視覚障がい者のためのポータブル点字提示デバイス 

みんなでけそう! NAIST Eco プロジェクト 

田舎のジジィと将棋しよう! 

配置の最適化を自動で行う Balloon Network の構築  

集合知による Twitter 上のデマ判定支援システムの開発 

平成 24 年度 

RadIANT (Radiation Information Aggregation and Networking Technology): A 

crowd-sourced prototype system for radioactivity awareness 

感情・感覚共有デバイス開発プロジェクト 

暮らしやすい社会の創造を目指した手話生成システムのオープンソース化 

コーパスが、君の論文の英語は変だって言っていたよ。 

混雑状況監視システム コンドル 

発足！NAIST 学生委員会広報部 

Fabian L. Dayrit： Developing the cyber glass system for immersing into the virtual 

field. (和名：仮想空間没入のための電脳メガネシステムの開発) 

複数の電子チラシに基づく商品検索・提示システムの実現 

ヘルスマネージメント冷蔵庫で健康を取り戻そう! 

ムメール: Anonymous and Intelligent Message Broadcasting 
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資料 III-9 「先導的ＩＴスペシャリスト育成推進プログラム」事後評価結果 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点 学業の成果 

（観点に係る状況）入学から修了までの状況を（資料 IV-1、IV-2）に示す。多様な背景の

入学者を受け入れる秋入学、優秀な学生の短期修了を積極的に行っており、状況が俯瞰で

きる。前期課程では、平成 22 年度～平成 23 年度春入学者のうち修了割合は 90%、短期修

了者は５名である。後期課程では、平成 22 年度春入学者のうち学位取得率（標準年限内）

は 44%、短期修了者は３名である。 

適切な修了要件単位数を設けて各科目を履修させることにより、教育目標に掲げる学

力・能力を身に付けさせ、シラバスに示した成績評価の方法と基準に従って適切に評価し

ている。 

毎年２回実施している TOEIC の結果から、平成 22 年度から 24 年度にかけて、平均点で

70 点もの向上が見られる（資料 II-5）。連続４回受験した同一学生を追跡調査した結果、

向上している平均点に追随している状況がわかった。すなわち、単に入学者の英語力が向

上して平均値が上がっているだけでなく、入学後の英語能力向上も顕著である。 

プロジェクト実習の参加状況（資料 III-4）から、のべ人数にして、各学年の約半数の

学生が実践的な実習に参加し単位を取得するだけでなく、他研究室が開催する異分野のテ

ーマであっても多くの学生が積極的に挑戦し単位を取得している様子がわかる。 

研究指導の具体的成果として平成 22～24 年度の学生による研究業績を概観すると、学

会発表数の年度平均は前期課程 198 件、後期課程 102 件（うち査読付国際会議は前期課程

40 件、後期課程 50 件）、学術論文誌への論文掲載を含めると前期課程 211 件、後期課程

132 件である（資料 IV-3）。学生による学術賞等の受賞数は、平成 22～24 年度で前期課程

50 件、後期課程 39 件である（資料 IV-4）。後述するように、就職先企業アンケートにお

いても、教育結果について高い評価を得ており、教育目標を十分達成している。 

学生による授業評価アンケート結果を(資料 IV-5)に示す。例えば、項目「満足度・知識

獲得」に対して、平成 22～24 年度の平均は 5 点満点で 4.25 点であった。英語講義の導入

に伴う授業評価アンケートの変化の結果（資料 IV-6）から、各教員の講義の改善への取り

組みが分析できる。特に 3 年目の平成 24 年度には他の日本語講義より比べて英語講義の

方が評価が高い傾向になっている点は注目に値する。これは日本語講義では毎年、微小な

更新しかされないのに対し、英語化された講義では各教員が授業構成や説明の仕方などを

英語で実施するために一から見直した結果、分かりやすく、学生に対し満足を与える講義

になったものと考えられる。また、このような講義内容の劇的な変化にさらされた教員に

おいては、講義に対する熱意も高まっている。 

また本学では、毎年３月に修了生アンケート調査を行っており、平成 24 年に行った調

査のうち、教育に関する情報科学研究科修了生の回答の集計の結果抜粋（資料 IV-7）にあ

るように、以下のように評価されている。 

・全体的に標準（３点）を上回る高い評価結果である。 

・カリキュラムの構成、講義・演習、指導教員、研究設備、研究支援体制、グループ研究、

教育内容のいずれも 80％の学生が満足していると回答している。就職支援については、

昨今の経済情勢を反映し、満足している学生は 55%程度に留まっている。しかし、これ

まで同様、就職担当専攻長および担当職員を配置し、手厚くサポートする体制を維持し

ている。 

（水準）期待される水準を上回る。 

（判断理由）本研究科の定員充足率は、平成 22～24 年度で博士前期課程 108％、後期課程

92％と健全である。このような定員充足率の下、学位授与率は前期課程 93％、後期課程

66％(50%)と高く（括弧内は標準年限内の取得率）、「情報科学の研究者、高度技術者の育

成」という教育目標と照らして、極めて高い水準で学業成果があがっている。 

学生の学会発表数、論文発表数ともに高い水準を維持しているだけでなく、学術賞も多

数受賞しており、研究指導が十分結実していることがわかる。 

学生による授業評価アンケート及び修了生アンケートの結果でも、教育内容及び結果に

ついての学生自身の満足度も大きいことから、学業成果は、客観的にも学生の主観的にも

高い水準に達している。 
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観点 進路・就職の状況 

（観点に係る状況）博士前期課程の教育目標として、情報科学に関連する幅広い知識と関

心がある専門分野の先端の知識を修得し、修了後、高度情報技術者として活躍することを

掲げている。過去３年間の企業（研究開発部門）への就職者は、後期課程進学者を除く修

了者の約 79%であり（資料 V-1）、教育目標が十分達成されている。 

博士後期課程の教育目標として、長期的な広い視野と、専門とする分野の深い知識を持

って、独立して研究を進めることができる国際的に活躍する人材の育成を掲げている。過

去３年間の修了者のうち大学常勤教員、公的研究機関または企業（研究開発部門）への就

職者は 65%であり、ポスドク研究員、海外の大学教員（留学生の母国での就職を含む）を

加えると 90％となる（資料 V-1）。このように後期課程においても教育目標が十分達成さ

れている。 

平成７年より、大学及び民間企業の研究機関等の有識者 10 数名に研究科アドバイザー

委員をお願いし、毎年１回アドバイザー委員会を開催して研究科の教育研究活動を報告す

るとともに、アドバイザー委員から助言と評価を頂いている（資料 V-2）。別添資料３の通

り、学生の希望を優先する講座配属をはじめ、本研究科の意欲的な取組みが評価されてい

る。 

修了生の主な就職先企業人事担当者へのアンケート結果を（資料 V-3）に示す。本学修

了生は他大学院の修了生と比べ、特に以下の特徴を有する点が評価されている。 

・「研究能力と関連する分野の基礎知識」 

・「高度の専門知識」 

・「論理的思考力」 

本研究科では博士前期課程の教育目標として、情報科学に関連する幅広い知識と関心が

ある専門分野の先端の知識を修得させることを目指している。アンケート結果から、本研

究科の教育目標が成果を上げていると言える。 

（水準）期待される水準を上回る。 

（判断理由）修了後の進路について、まず、進学者を除く修了者の就職率は、博士前期課

程、後期課程いずれもほぼ 100%である。前期課程では企業（研究開発部門）への就職者は

後期課程への進学者を除く全修了者の 79%であり、博士後期課程では 90％が研究職に就い

ている。この結果は、本研究科の教育目標に鑑みて、期待される水準を上回ると言える。

関係者からの評価として、アドバイザー委員からのご意見及び民間企業の人事担当者に対

するアンケート結果からも、本研究科の意欲的な取組みが高く評価されていることがわか

る。 
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資料 IV-1 入学から修了までの状況（前期課程）（平成 25 年 3 月現在） 

入学期 
平 20

春 

平 20

秋 

平 21

春 

平 21

秋 

平 22

春 

平 22

秋 

平 23

春 

平 23

秋 

平 24

春 

平 24

秋 
計 

入学者数 153 4 155 9 142 5 140 14 133 14 769

平 21 年 3 月 1     1

6 月 0

9 月 1 1

12 月 1 1

平 22 年 3 月 140 1    141

6 月 1 1

9 月  0

12 月 1 1

平 23 年 3 月 3 1 137 5 1   147

6 月 2 2

9 月 1 1 2

12 月 0

平 24 年 3 月 3  6 1 123 2   135

6 月 0

9 月 3 1 4

12 月 0

平 25 年 3 月   1 1 3 124 2   131

既修了者数 150 3 146 8 128 5 125 2 0 0 567

修了割合 98% 75% 94% 89% 90% 100% 89% 14% 0% 0%   
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資料 IV-2 入学から修了までの状況（後期課程）（平成 25 年 3 月現在） 

入学期 
平 20

春 

平 20

秋 

平 21

春 

平 21

秋 

平 22

春 

平 22

秋 

平 23

春 

平 23

秋 

平 24

春 

平 24

秋 
計 

入学者数 26 12 27 12 34 6 29 7 29 8 190

既修了者数 18 9 16 7 15 1 4   3   73

認定退学者数 5 3 6 7 21

うち学位取得 2 1 3

退学者数 4   2 2 3   2 1 1   15

在学者数 1 1 3 3 9 5 23 6 25 8 84

修了年月  

平 21 年 3 月                     

6 月 

9 月 

12 月 1 2

平 22 年 3 月 3 1 2               30+4

6 月 2

9 月 1 1 1 5+3

12 月 1

平 23 年 3 月 8 2 1   2           14+2

6 月 1 3+1

9 月 1 3 1 6

12 月 

平 24 年 3 月 1 1+1 11   1   1       16+1

6 月 0+1   1 1+1

9 月 4 1 5

12 月 0

平 25 年 3 月 1+1    1 12   3   3   20+1

※研究指導認定退学者のうち学位取得者の人数を、＋○名として表している。 
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資料 IV-3 学生の研究業績（全 18 ページから抜粋）  
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資料 IV-3（続き） 
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資料 IV-3（続き） 
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資料 IV-4 学生の受賞状況 
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資料 IV-4（続き）  
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資料 IV-5 学生による授業評価アンケート結果の推移（平成 22～24 年度） 

  H22 H23 H24 

シラバスの内容 4.38 4.45 4.59 

授業構成 4.28 4.25 4.36 

満足度・知識獲得 4.24 4.25 4.27 

テキスト 4.13 4.17 4.32 

試験の適切さ 4.10 4.12 4.21 

授業難易度（5:難-1:易） 3.76 3.76 3.63 

教員熱意 4.36 4.40 4.33 

プレゼンテーション 4.11 4.15 4.08 

※  一つの科目を複数の教員で担当している場合、H22、23 年度は「テキスト」、「試験の

適切さ」、「授業難易度」に関して、教員ごとに分けて評価を実施していたが、H24 年

度からは科目全体での評価としている。上記の H22、23 年度の該当項目は教員ごと

に評価した値の平均を示している。  
※  また、H24 年度から「テキスト」項目に関しては、「教科書」と「それ以外の資料・

スライド」に分けて評価した。上記は過去年度と比べるため、平均値を示している。 
 

 

資料 IV-6 英語開講科目の授業評価アンケートの分析 

3

3.2

3.4

3.6

3.8

4

4.2

4.4

4.6

4.8

5

H22H23H24 H22H23H24 H22H23H24 H22H23H24 H22H23H24 H22H23H24 H22H23H24 H22H23H24

授業評価アンケートの英語・日本語講義の比較

日本語

英語

シラバス 授業構成 満足度 テキスト 試験 難易度 教員熱意 プレゼンテーション

 

※平成 23 年度の国際コース新設に伴い平成 22 年度より開始した英語による講義の導

入による、各教員の講義への影響は大きい。上記は、日本語講義と英語講義別で平

成 22～24 年度の授業評価アンケートの結果を比較したものである。 

※英語講義導入当初の平成 22 年度は日本語講義に比べて、英語講義は難易度が高く、

教員の説明（プレゼンテーション）の分かりやすさが著しく低いというアンケート

結果になった。しかし、次年度の平成 23 年度には他の日本語講義と同レベルに改

善し、一部の評価項目に関しては日本語講義よりも評価が高くなる傾向にあった。

さらに３年目の平成 24 年度には英語講義の評価は引き続き改善し、多くの評価項

目において日本語講義より高い評価を得るようになった。 
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資料 IV-7 平成２４年度修了者アンケート結果 
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資料 V-1 学生の進路状況 

【博士前期 課程】 

  平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

修了者数  150  139  135  

大学の教員 （助手・講師等） 0  0  1  

 修了者に対 する割合 0  ％ 0  ％ 1  ％ 

公的な研究 機関  3  0  0  

 修了者に対 する割合 2  ％ 0  ％ 0  ％ 

その他の公的機関  0  2  3  

 修了者に対 する割合 0  ％ 1  ％ 2  ％ 

企業（研究 開発部門） 115  113  105  

 修了者に対 する割合 77  ％ 81  ％ 78  ％ 

企業（その他の職種） 2  2  1  

 修了者に対 する割合 1  ％ 1  ％ 1  ％ 

学校（大学を除く）の教員 2  0  0  

 修了者に対 する割合 1  ％ 0  ％ 0  ％ 

進学（博士 課程、留学 等） 22  17  22  

 修了者に対 する割合 15  ％ 12  ％ 16  ％ 

その他 6  5  3  

 修了者に対 する割合 4  ％ 4  ％ 2  ％ 

【博士後期 課程】 

  平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

修了者数  27  27  28  

大学の教員 （助手・講師等） 4  6  5  

 修了者に対 する割合 15  ％ 22  ％ 18  ％ 

公的な研究 機関  3  1  0  

 修了者に対 する割合 11  ％ 4  ％ 0  ％ 

その他の公的機関  0  0  0  

 修了者に対 する割合 0  ％ 0  ％ 0  ％ 

企業（研究 開発部門） 12  7  15  

 修了者に対 する割合 44  ％ 26  ％ 54  ％ 

企業（その他の職種） 2  0  1  

 修了者に対 する割合 7  ％ 0  ％ 4  ％ 

ポスドク（同一大学） 5  3  0  

 修了者に対 する割合 19  ％ 11  ％ 0  ％ 

ポスドク（他大学等） 1  8  3  

 修了者に対 する割合 4  ％ 30  ％ 11  ％ 

進学（留学 等） 0  0  0  

 修了者に対 する割合 0  ％ 0  ％ 0  ％ 

その他 0  2  4  

 修了者に対 する割合 0  ％ 7  ％ 14  ％ 

（主要就職 先） 奈良工 業高等専 門 学校、大阪 府立大学、国土交通 省 、日本放送 協

会、ソニー、野村総合 研 究所、パナソニック、日立製作所、本 田技研、三 菱電機、リコ

ー、キヤノン、デンソー、日本電信 電 話、トヨタ自 動車、大日 本印刷、デンソー、クボタ、

KDDI、任天 堂 （主要進 学先） 奈良 先端科学 技 術大学院 大 学、東京大 学大学院、

大阪大学 大 学院、筑波 大学大学 院  
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資料 V-2 研究科アドバイザー委員会議事日程 

 

 

１．日 時   平成 25 年 1 月 17 日（木）13:30～19:00 

 

２．場 所   情報科学研究科棟２階 Ａ206 研究科会議室 

大学会館２階 特別会議室 

３．出席者   井上、上田（修）、江村、田井、中山、谷口、上田（徹）、佐藤、平田、

本位田、丸野、宮原、村野の各委員 

        湊研究科長、松本（健）副研究科長、磯貝学長、松本（裕）副学長、

片岡副学長、村井理事、新名理事、髙比良理事、畚野理事、二宮監事、

        井上、関、安本、飯田、山口、藤川、鹿野、中村、岡田、横矢、加藤、

小笠原、杉本、笠原、金谷の各教授 

欠席者   荒尾、久間の各委員 

 

  陪席者   堀江教育研究支援部長、北出経営企画部長、奥田企画総務課長、竹下

学生課長、桐山研究協力課長、森川学術情報課長、林田人事課長、成

相会計課長、末廣施設課課長、藤井情報科学研究科事務室専門職員、

若井情報科学研究科事務室員 

 

４．議 事 

（１）情報科学研究科の現況報告 

研究科長から、情報科学研究科の現況について、配付資料３―１、３―２に基

づき報告。 

 

（２）研究室紹介、及び見学（２班に分かれて見学で研究室紹介） 

①  ユビキタスコンピューティングシステム研究室（安本慶一教授） 

②  数理情報学研究室（柴田智広准教授） 

③  インタラクティブメディア設計学研究室（加藤博一教授） 

 

（３）委員からの意見拝聴 

各委員からの意見・感想、および、意見交換。 

 

（配付資料一覧） 

１．情報科学研究科アドバイザー委員会委員名簿 

２．情報科学研究科アドバイザー委員会（第 18 回）座席表 

３－１．情報科学研究科の現況 

３－２．平成 25 年度カリキュラム改定案について 

４．情報科学研究科の検証 –データに語らせる– 

５．情報科学研究科アドバイザー委員会（第 17 回）議事要旨 

６．国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学 GUIDE BOOK 2011-2012 

７．奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科研究科紹介 2012-2013 

８． 平 成 24 年 度 学 生 ハ ン ド ブ ッ ク  － 履 修 案 内 ・ キ ャ ン パ ス ラ イ フ ・ 諸 規 則 － 

９．学長インタビュー 

１０．ＮＡＩＳＴ東京フォーラム 2012  育てよう「明日の山中さん」 

１１．国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学 財務報告書 2012 

 ※資料６～８はアドバイザー委員のみ配付  
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資料 V-3 修了生の主な就職先企業人事担当者へのアンケート結果  

 

【調査概要】 

 

調査目的：本学の教育成果の把握を行うとともに、教育の質の向上に資することを目的とする。 

 

実施期間：平成 25 年 8 月 5 日～平成 25 年 8 月 30 日 

 

実施方法：郵送によるアンケート調査 

 

対 象 者 ：直近 10 年間で本学修了生５名以上の採用実績のある企業を中心に 171 社 

 

回 答 数 ：１９社（回収率：１１％） 

 

【１．回答企業の特徴】 

 

○業種について（複数回答可） 

 

製造業５６％、情報通信業１２％、学術研究、専門・技術サービス業１２％、水

産・農林業８％。 

 

○配属部門について（複数回答可） 

 

 研究・開発に配属されているものが６８．２％と７割近くを占めており、製造・

生産、調査・企画を含めると９０．９％と９割を超えることから、本学修了生の

多くが本学における教育内容に応じた部門へ配属されていることが伺える。 
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【２―１．本学博士前期課程修了生の特徴】 

本学修了生の特徴として、「当てはまる」とした回答が最も多かったのは、「研

究能力と関連する分野の基礎知識」（４３．８％）であり、次いで「高度の専門知

識」（３７．５％）、「論理的思考力」（３７．５％）であった。これらは本学の教

育において特に成果が上がっている特徴となる。 

「当てはまる」及び「やや当てはまる」と回答した割合は、「高度の専門知識」

（８１．３％）、「研究能力と関連する分野の基礎知識」（８７．６％）、「研究者・

技術者としての倫理性」（９３．８％）、「グローバル化した社会で活躍できるコミ

ュニケーション能力（日本語）」（８１．３％）、「論理的思考力」（９３．８％）、「問

題解決能力」（７５．１％）、「広い視野」（７５．０％）、「総合的な判断力」（７５．

０％）、「自立性」（８７．５％）と、１２項目中９項目において７５％以上であり、

概ね本学の中期目標・中期計画に沿った教育成果が上がっていると考えられる。 

一方、グローバル人材のキーワードによる「グローバル化した社会で活躍でき

るコミュニケーション能力（英語）」、「国際性」については、「あまり当てはまら

ない」とした回答が多く（順に５６．３％、６２．５％）、本学の中期目標・中期

計画に沿った国際化教育を一段と強化する必要があることが判明した。 

 

 

 
博士前期課程修了生の特徴（回答数：１６社） 

あてはまる あまりあてはまらない ややあてはまる あてはまらない
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【２－２．博士前期課程修了生に対して企業が求める能力】 

企業が博士前期課程修了者に求める能力として最も重視されているものは、「グロ

ーバル化した社会で活躍できるコミュニケーション能力（日本語）」（「重視する」が

７７．８％）であり、次いで「論理的思考力」、「問題解決能力」、「自立性」（いずれ

も「重視する」が６１．１％）であった。 

一方、グローバル人材のキーワードとなる「グローバル化した社会で活躍できる

コミュニケーション能力（英語）」、「国際性」については「あまり重視しない」がそ

れぞれ４４．４％を占め、回答のあった企業においては、他の能力（項目）と比較

して、国際化教育を重要視していないものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
博士前期課程修了生に対して企業が求める能力（回答数：１８社） 

重視する あまり重視しない やや重視する 重視しない
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【２－３．本学博士前期課程修了生の特徴と企業が求める能力との比較】 

「高度の専門的知識」（本学修了生：平均値３．２、企業が求める能力：平均値

３．０）、「新たに社会的に要請される分野に参加する人材」（同２．９、２．８）

については、企業が重視するとした平均点を上回った。 

 「グローバル化した社会で活躍できるコミュニケーション能力（日本語）」では、

回答した企業の７７．８％が「重視する」とし、平均値が３．７であったのに対し、

本学の修了生の特徴として「当てはまる」とした企業は１２．５％であった。「やや

当てはまる」を含めると８１．３％となるものの、平均値は２．９であり、調査項

目の中で最も平均点の差があった。これらのことから、企業が博士前期課程修了生

に対して求める日本語コミュニケーション能力の水準は、本学修了生の持つ（能力

的）特徴よりも高いところにあると考えられる。 

グローバル人材の観点では、「グローバル化した社会で活躍できるコミュニケー

ション能力（英語）」、「国際性」について、企業が求めている能力としては重視さ

れてはいないと考えられるものの、本学博士前期課程修了生の特徴として「あま

り当てはまらない」とした回答が多い。回収企業数が２０社弱であるため、今回

の調査結果から明確な結論を下すことは不可能であるが、英語力および国際性に

関しては、企業の求める水準に対して十分に高い能力が養成できていると評価す

ることは難しい。 

 

 

本学博士前期課程修了生の特徴と企業が求める能力との比較（平均値） 

＊「本学博士前期課程修了生の特徴」については、「当てはまる」に４、「やや当て

はまる」に３、「あまり当てはまらない」に２、「当てはまらない」に１を割り当

て、平均値を算出した。同様に、「博士前期課程修了生に対して企業が求める能力」

についても、「重視する」に４、「やや重視する」に３、「あまり重視しない」に２、

「重視しない」に１を割り当て、平均値を算出した。 

本学の特徴 企業が求める能力 
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【２―４．本学博士後期課程修了生の特徴】 

回答した企業の中に博士後期課程学生を採用した企業が少ないが、本学修了生の

特徴としては、「高度の専門知識」、「研究能力と関連する分野の基礎知識」について、

それぞれ７５．０％であった。 

 

 

 博士後期課程修了生の特徴（回答数：４社） 

あてはまる あまりあてはまらない ややあてはまる あてはまらない
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【２―５．本学博士後期課程修了生に対して企業が求める能力】 

博士前期課程修了者と比較し、博士後期課程修了者に対しては、全ての項目に

おいて企業は高いレベルの能力を求めている。 

企業が博士後期課程修了者に求める能力として最も重視されているものは、「グ

ローバル化した社会で活躍できるコミュニケーション能力（日本語）」（「重視する」

が７７．８％）及び「問題解決能力」（「重視する」７７．８％）であり、次いで

「研究能力と関連する分野の基礎知識」（「重視する」７７．８％）、「論理的思考

力」（「重視する」７２．２％）、「自立性」（「重視する」７２．２％）、「広い視野」

（「重視する」７２．２％）、「総合的な判断力」（「重視する」６６．７％）であっ

た。 

一方、グローバル人材のキーワードによる「グローバル化した社会で活躍でき

るコミュニケーション能力（英語）」、「国際性」については、「重視する」、「やや

重視する」の合計がそれぞれ８３．３％、７７．８％であり、回答のあった企業

においては、博士後期課程修了者に対して、博士前期課程修了者よりも国際的素

養を重視しているものと考えられるが、博士前期課程同様、他の能力の方が重視

されている。 

 

 
博士後期課程修了生に対して企業が求める能力（回答数：１８社） 

重視する あまり重視しない やや重視する 重視しない
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【２－６．本学博士後期課程修了生の特徴と企業が求める能力との比較】 

「高度の専門的知識」（本学修了生：平均３．８点、企業が求める能力：平均３．

６点）、「研究能力と関連する分野の基礎知識」（同３．８点、３．７点）、「グローバ

ル化した社会で活躍できるコミュニケーション能力（英語）」（同３．３点、３．１

点）、「国際性」（同３．０点、２．９点）については、企業が重視するとした平均点

を上回った。 

 「グローバル化した社会で活躍できるコミュニケーション能力（日本語）」では、

回答した企業の７７．８％が「重視する」とし、平均値が３．８であったのに対し、

本学の修了生の特徴として「当てはまる」とした企業は２５．０％であった。「やや

当てはまる」を含めると７５．０％となるものの、平均値は３．０であり、博士前

期課程と同様、調査項目の中で最も平均値に差があった。 

グローバル人材の観点では、「グローバル化した社会で活躍できるコミュニケーシ

ョン能力（英語）」、「国際性」について、企業が求めている能力としては重視されて

はいないと考えられるものの、本学博士後期課程修了生の特徴として、企業側から

見て十分な能力が養成できていると言える。 

 

 

本学博士後期課程修了生の特徴と企業が求める能力との比較（平均値） 

 

＊「本学博士後期課程修了生の特徴」については、「当てはまる」に４、「やや当て

はまる」に３、「あまり当てはまらない」に２、「当てはまらない」に１を割り当

て、平均値を算出した。同様に、「博士後期課程修了生に対して企業が求める能

力」についても、「重視する」に４、「やや重視する」に３、「あまり重視しない」

に２、「重視しない」に１を割り当て、平均値を算出した。 

本学の特徴 企業が求める能力 
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【３．大学院修了者に対して企業が求める能力】 

最も企業が求めているのは「物事に進んで取り組む力（主体性）」及び「目的を

設定し確実に行動する力（実行力）」（「重視する」８９．５％、平均値３．９）で

あり、次いで、「他人に働きかけ巻き込む力（働きかけ力）」、「現状を分析し目的

や課題を明らかにする力（課題発見能力）」（「重視する」７３．７％、平均値３．

７）であった。 

グローバル人材の観点における「語学力」及び「異文化に対する理解と日本人

としてのアイデンティティ」については、「あまり重視しない」が４２．１％、平

均値が２．６であった。 

今回、回答のあった企業においては、本調査項目の根拠である社会人基礎力（経

済産業省の定義）の中では、主体性・働きかけ力・実行力といった「前に踏み出

す力（アクション）」が最も重要視されていると言える。 

 

 

 
大学院修了者に対して企業が求める能力（回答数：１９社） 

重視する あまり重視しない やや重視する 重視しない
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大学院修了者に対して企業が求める能力（平均値） 

 

＊「重視する」に４、「やや重視する」に３、「あまり重視しない」に２、「重視しな

い」に１を割り当て、平均値を算出した。 
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【４．留学生採用の状況】 

回答のあった企業のうち、現在留学生採用を行っている企業は６３．２％（１

２社）であり、そのうち全社が日本人と同一の基準で採用を行っている。今後日

本人と異なる基準での留学生採用を検討している企業は、わずか１社（１０．５％）

であった。 

留学生が日本企業に就職する場合、国際感覚を備えているという強みはあるが、

現在のところ、日本語を用いたコミュニケーション能力の修得は必須であると言

える。 

 

 

留学生採用の状況（回答数：１９社） 

 

【５．奈良先端大の教育に関する要望】 

以上の調査結果と同様に、企業が本学の教育に求めるものとして、基礎知識、

高い専門性、問題発見解決能力や論理的思考力等、これまで本学が重点的に実施

してきた教育内容のみならず、主体性や自立性、コミュニケーション能力の養成

についても求められている。 
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 

（１）分析項目Ⅰ 教育活動の状況 
①  専攻再編により柔軟な教育体制を構築 

平成 23 年度に、３専攻体制から１専攻体制に改組した。研究室配属時に学生の希望を

最優先する研究科の基本方針が、専攻ごとに学生定員を管理する仕組みと合わない状況を

改善するとともに、研究室をコンピュータ科学領域、メディア情報学領域、システム情報

学領域ごとにグループ化して領域ごとに教育体系を明確化した。これにより、最先端内容

を対話的に行う研究室特論群（必修 資料 Q-1）の導入を可能とし、メリハリのある時間割

編成（資料 III-2）を実現した。さらに、従来は非常勤講師が担当していた数学科目の内

容を大幅に拡充し研究室の教員が直接担当、また、ローテーションしていた情報基礎科目

も担当教員を固定化することにより、長期間責任をもって基礎教育にあたる体制とした。

情報基礎科目についてはバイオサイエンス研究科および物質創成科学研究科を含む全学

学生への提供を開始し、異分野融合教育・研究の礎とする体制が整った。 

②  博士後期課程への単位制導入により教育を実質化 

平成 22 年度より、後期課程についても単位制を導入した（資料 Q-2）。後期課程修了生

が次のステップに進む際に必要な成績証明やダブルディグリー制度における単位読み替

え等、客観的評価指標が要求される状況になったためである。また、語学講義に加えて、

国際会議等の参加を含む短期派遣、国内外インターンシップを含む長期派遣を国際化科目

として単位認定する仕組みとすることにより、後期課程学生に対して実践的な国際化教育

を実施する制度的根拠を整備した。また、CICP（プロジェクト型研究提案支援制度）等の

プロジェクトマネジメントを単位化し、後期課程学生がチームをまとめる能力を涵養でき

る環境を整えた。修了要件単位数は、社会人ドクタや海外在住の研究者、また、短期修了

を目指す研究者の受け入れを妨げないようバランスを考慮し、10 単位としている。 

③  学内予算によりプロジェクト型教育を発展的に展開 

大学院教育改革支援プログラム等文部科学省の支援が終了した後も、CICP を学内予算に

て維持している。一般的に、支援プログラムが終了すると経費の裏付けがなくなり、事業

の継続が困難になるものの、本事業に関しては大学および研究科の強力なバックアップの

下、間接経費を充当して継続実施している。自前の予算でこのような事業を継続できてい

る状況は、教育体制の質向上の観点から特筆すべきである。また、最近の CICP は、留学

生をメンバに含む提案プロジェクトを優遇しており、学生が国際チームを率いてプロジェ

クトを運営する貴重な経験を積む場として、さらに発展している。 

④  入試・語学教育・専門・一般科目・ハンドブックを迅速に英語化し国際コースを設置 

英語教育に関しては、平成 21 年度に４科目であったものを順次拡充し、平成 25 年度に

は、従来の「英語プレゼンテーション法入門」、「英語コミュニケーション法１・２」、「英

語ライティング法」、「英語プレゼンテーション法」に加え、新たに「異文化間コミュニケ

ーション」、「英語プロジェクトマネジメント法」、「英語論文検索法」、「英語デジタルメデ

ィア活用法」を加えた９科目を開講している。また、専門科目も、平成 21 年度には０で

あった英語開講科目を増やして平成 25 年度には 21 科目を開講、一般科目も同様に４科目

を隔年開講するなど、留学生が英語のみで受験し修了できる国際コースの受け入れ体制が

整っている。さらに、学生ハンドブックおよび電子シラバスシステムの英語化も進み、平

成 21 年度には 57 ページであったハンドブックが対訳付きの 88 ページとなり、科目履修

や学生生活に必要な情報の英語化を組織的に完了している。 

（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 
⑤事例５「先導的ＩＴスペシャリスト育成推進プログラム」 

文部科学省による事後評価（平成 24 年 3 月）で、「当初の目的を良く達成できている」

との評価を得ている（資料 III-9）。これは、4 段階中の最高評価である。文部科学省の

経費支援が終了した後も自主的に継続することで、本プログラムは一種のブランドとし

て本学に定着してきている。本プログラムによる直接の成果は、IT スペシャリストとし

て世に送り出した修了生たちであるが、加えて、参画校教員や当該分野の専門家とプロ

グラム修了生らにより構成されつつある人的ネットワークも貴重な成果である。 
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資料 Q-1 前期課程修了要件の改善 
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資料 Q-2 後期課程の単位化 
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資料 Q-3 助教の教育への参加状況 

 

平 成 22 年 度  
助 教

の数

学

年

副 指 導 教 員 を務 めた 

助 教 の延 べ人 数  

審 査 委 員 を務 めた

助 教 の延 べ人 数  

プログラミング演 習 を助 教 のみで担 当  5 Ｄ３ 14 6 

専 門 科 目 を助 教 のみで担 当 （４名 で２単 位 ）

後 期 課 程 向 け先 進 情 報 科 学 特 別 講 義  
26 

Ｄ２ 12 2 

Ｍ２ 96 82 

平 成 23 年 度  
助 教

の数

学

年

副 指 導 教 員 を務 めた 

助 教 の延 べ人 数  

審 査 委 員 を務 めた

助 教 の延 べ人 数  

プログラミング演 習 を助 教 のみで担 当  5 Ｄ３ 19 6 

専 門 科 目 を助 教 のみで担 当 （４名 で２単 位 ）

後 期 課 程 向 け先 進 情 報 科 学 特 別 講 義  
27 

Ｄ２ 15 1 

Ｍ２ 80 63 

平 成 24 年 度  
助 教

の数

学

年

副 指 導 教 員 を務 めた 

助 教 の延 べ人 数  

審 査 委 員 を務 めた

助 教 の延 べ人 数  

プログラミング演 習 を助 教 のみで担 当  5 Ｄ３ 13 6 

専 門 科 目 を助 教 のみで担 当 （４名 で２単 位 ）

後 期 課 程 向 け先 進 情 報 科 学 特 別 講 義  
44 

Ｄ２ 17 2 

Ｍ２ 106 93 
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別添資料１ 研究科の教育及び研究指導方針 

現在の社会において、有効な情報の創出とその安全な利用の重要性は増す一方です。こ

のような社会の進展に応えて、情報科学研究科では、情報科学に係る高度な基礎研究を推

進するとともに、感覚と判断を支援する情報処理技術、大規模な情報システムを構成する

技術、安心できる情報ネットワークの構築と運用の技術、情報科学と生命科学が関わる広

汎な融合研究など、情報科学に関する広範囲な領域をカバーした体系的な教育プログラム

を実施して、将来の研究開発を担う研究者や高度な専門性をもった技術者を養成します。

特に、ソフトウェア開発、情報セキュリティ管理、次世代ロボティクス開発の三分野につ

いては、各分野の専門的人材や，これらを複合的に修得した統合型人材の育成を目的とし

た「産学連携・分野横断による実践的 IT 人材養成推進事業」を実施しており、平成 24 年

度から演習や実習を重視したカリキュラムを導入しています。 

 

【博士前期課程】 

◆ 教育目標 

情報科学は、人間の思考や学習を基盤にして、社会活動に大きな影響を与えます。その

ため、情報分野の学部を卒業した人だけでなく、さまざまな分野の多様な経歴を持った人

を大学院生として受け入れます。周到に準備されたカリキュラムによる学習と、多様な経

歴を持った人々の中での研究活動により、広い視野と着実な技術を備えた修士（工学また

は理学）を育成します。 

進路としては、博士後期課程に進んで研究を深めること、企業において産業活動や社会活

動に携わること、あるいは、自ら起業して新しい息吹を直接社会に活かすことなど、いろ

いろな可能性を選択できるようにしています。いずれの方向であっても、情報科学に関連

する幅広い知識と関心がある専門分野の先端の知識を修得すること、プレゼンテーション

やコミュニケーションの能力を高めること、国際的に活躍するために英語の能力を高める

こと、適正な倫理感をもつことなどが不可欠です。これらの能力を備えて、社会の変化に

柔軟に対応して活躍できる人材の育成を目指しています。 

 

◆ 指導計画と方針 

１．多様な経歴と志望分野にあわせた授業の選択に応えるカリキュラム 

情報科学は社会のあらゆる分野において基盤となり、その技術はいたるところで利用さ

れています。先端の技術は競争が激しく、変化が速く、社会に及ぼす影響も大です。その

ため、カリキュラムとして、長期にわたって基盤となる科目、専門的な科目、先端的・学

際的な科目を体系的に揃えています。科目が対象とする分野は「コンピュータ科学」「メデ

ィア情報学」「システム情報学」に分けて、選択の指針としています。なお、本章の冒頭で

紹介した種々の人材育成プログラムに関連する科目は一般の学生も受講可能な場合があり

ますが、詳細についてはそれぞれの注意点を別途、説明します。情報科学以外の分野の経

歴をもつ人が、この分野で学習と研究を進め易いように、計算機科学と数学の基礎科目を

履修して、論理的な思考能力を向上できるように準備しています。また、情報科学分野出

身者も含めて、専門科目の履修や研究で必要となる基礎的な知識を効率よく学習できるよ

う、平成 25 年度から、数学系、計算機科学系の基礎科目を大幅に拡充しています。先端領

域の科目には、連携研究室の教員や企業での開発経験者、学際領域の科目には、他大学や

法律事務所の方に、授業担当をお願いしています。現実社会の問題や技術的な課題に対す

る認識を一層深めることをねらっています。 

 

２．研究室配属 

多くの学生が高い問題意識と研究分野の志望を持って入学してきます。そのため、入学

式の前後に、連携研究室を含めて各研究室の紹介をして、見学の期間を設け、学生の希望

調査をもとにして、入学後２週間余りで所属する研究室を決定します。受け入れ人数は研

究室によって均等にするのではなく、学生の希望を最優先して、殆どの学生を第一希望の
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研究室に配属しています。いったん配属が決まってから、自分の希望が変わったり、研究

室の内容が希望に合わなかったことが判ったりしたときには、状況が許す限り研究室の変

更を認めています。関心をもって自主的に研究を進めていける状態を作ることが重要と考

えています。 

 

３．ゼミナールにおける討論と発表 

ゼミナール（I，II）では、情報科学の見識を広め、問題点を探るとともに、コミュニ

ケーション能力とプレゼンテーション能力を涵養します。ゼミナール I は国内外の一流の

研究者や技術者から先端研究の紹介や技術の動向を伺い、質問や意見を積極的に述べる訓

練をします。ゼミナール II では、各自の修士論文の研究計画や研究経過を報告して、指導

教員や学生のコメントを受けます。これは、学友の発表に対して質問や意見を述べて、互

いに切磋琢磨する機会になります。修士論文の完成度を上げる手がかりとなり、最終審査

に臨む練習となります。また、学会などでの研究発表に対する自信をもたらします。 

 

４．プロジェクト実習 

プロジェクト実習では、授業では扱えなかった問題や課題について、実習や実験を行い

ます。実際の開発における問題点を考察し、実用化における設計能力を養います。また、

インターンシップとして、他研究機関や企業で、与えられたテーマの研究や開発に携わっ

て、現場での問題解決を体験します。これらの実験や実習を通じて、授業で修得した知識

の活用を学ぶとともに、新たに何を修得する必要があるかを知ります。実習の結果を報告

書にまとめることにより、成果と課題を明らかにすることの重要性を認識します。 

 

５．修士論文研究 

大学院の教育は、授業を通じて多くを学ぶことと、自ら研究することが 2 つの柱です。

後者を修士論文研究と呼ぶことにします。修士論文研究では、「研究論文」または「課題研

究」のいずれかを選択します。「研究論文」では、未知の問題について研究を進め、創意を

発揮して問題解決することを目指し、その成果を論文の形に総括します。解決方法におけ

る創造性、有用性、あるいは、実用性が評価されます。「課題研究」では、特定の課題ある

いは研究分野の概観、技術動向の調査、製品の開発などを行い、報告書の形にまとめます。

課題や解決法の体系化、将来に向けての見通しなどが評価されます。修士論文研究では、

主指導教員の指導に加えて、副指導教員など複数の教員が協力して指導に当たります。研

究の任意の時点でアドバイスを求めることができますが、とくに、ゼミナール II における

中間発表では、研究の進行と問題点について意見とアドバイスを受けます。 

 

６．英語教育の充実 

研究者を目指すか、企業での技術者を目指すかに関わらず、情報科学分野で国際的に活

動するためには、英語能力が不可欠です。「英語プレゼンテーション法入門」、「英語コミュ

ニケーション法Ⅰ,Ⅱ」、「英語ライティング法」および「英語プレゼンテーション法」を通

じて、英語によるコミュニケーションと表現の能力を養います。さらに、「英語プロジェク

トマネジメント法」、「英語論文検索法」、「英語デジタルメディア活用法」のより進んだ内

容の科目もあります。また、年２回、TOEIC 英語試験を受験できる機会を設けています。

いずれも各人の選択に任せていますが、英語能力の重要性を認識して積極的な履修と受験

を勧めます。各自の英語能力を把握して、英語科目を受講し、能力の向上に努めることが

大切です。さらに、ネットワークを介した「英語学習システム(ALC Net Academy ２)」を

利用して、実践的な英語能力の向上を図ることができます。ゼミナール I では、外国人研

究者の講演をできるだけ多くして、生きた英語に接する機会を作るようにしています。平

成 23 年度から専門科目の一部に英語コースを設け、英語のみの講義によって前期課程の必

要単位が修得できるようにカリキュラムを変更しました。これにより、21 の専門科目が英

語で講義されます。 
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【博士後期課程】 

◆ 教育目標 

博士後期課程では、長期的な広い視野と、専門とする分野の深い知識を持って、独立し

て研究を進めることができる研究者を育成します。それには、学術面あるいは社会におい

て解決または改良が求められている問題を見つけ出して、それを遂行するための研究計画

を立案し、解決の方法や改良の方法を考え出す能力が必要です。さらには、提案した方法

によって解を実現し、評価することが求められます。修了後は、大学や企業等の研究機関

において、未知の問題に取り組む研究者や高度な技術者、あるいは、後進を指導できる教

育者としての活躍が期待されています。情報科学に関連する分野は、進歩が激しく変化が

絶えませんが、それに依らない普遍的な方法（普遍性）、あるいは、それに対応できる柔軟

な方法（柔軟性）、信頼できる方法（信頼性）と、それを保証する尺度が求められます。こ

れらの能力を備えて、国際的に活躍する人材の育成を目指しています。 

◆ 指導計画と方針 

１．博士論文研究 

博士後期課程では博士論文の研究を進めることが課題の中心です。問題を見つけ出して、

研究計画を立て、創意を持った研究を遂行して解法を提案し、さらには、開発あるいは実

装します。関連研究を調査すること、自分の提案を客観的に評価すること、残された課題

を明らかにすることも欠かせません。これらの過程で、教員が適切な指導と助言をして、

研究を支援します。得られた成果を学術論文あるいは国際会議に公表します。 

 

２．中間発表 

課程の中間で博士論文研究の経過と結果、および、その後の計画を発表します。複数の

指導教員が、それに対して質問をし、意見やアドバイスを述べ、研究の有効な推進を支援

します。質問に適切に応答することは、自分の研究を見直す良い機会になります。 

 

３．ＴＡあるいはＲＡの担当 

TA は前期課程の授業の補助や研究指導の補助を担当します。それによって、授業や研究

の中から新しい課題を発見することができ、将来の教育者として必要な素養が身に付きま

す。RA は指導教員の研究補助を担当します。自分の研究と並行して、関連した課題に取り

組むことにより、視野と考察の範囲を広げることができます。いずれも、研究者として独

立する場合の貴重な経験になります。 

 

４．英語教育 

前期課程の科目の中で、とくに、「英語ライティング法」および「英語プレゼンテーショ

ン法」の履修を推奨しています。研究の成果を英語で発表して、国際的に活動するために

必要な能力を一層向上させます。また、ネットワークを介したオンラインの「英語学習シ

ステム(ALC Net Academy ２)」や、オフラインの英語教材(CD-ROM)を利用して、常に英語

能力の向上に努めること、年２回学内で開催している TOEIC 英語試験を受験して、自己の

英語能力を把握することなどの環境を整えています。ゼミナール I での外国人研究者の講

演、研究科を訪問された外国人研究者との討論の機会を活用することを勧めています。 

 

５．授業科目の履修 

博士論文研究を進めるに際して、必要があれば、前期課程の授業を自由に履修すること

ができます。研究の背景を学び直すことにより、問題の位置付けが明らかになることがあ

ります。一方、後期課程への入学の条件によって、授業を履修して学力や知識の向上を求

めることがあります。研究についての輪講や討論の意義を深めることができます。 

 

６．単位認定 

平成 22 年度から、博士後期課程での研究指導、ゼミナール発表などの単位認定を行っ

ています。海外の大学での学位取得（ダブルディグリー等）を想定しています。 

61



奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科 別添資料 

 

別添資料２ ＣＩＣＰ学生提案プロジェクト型研究報告書（平成 22 年度版 概要） 

      教務部会 CICP2010 推進委員会 

 

情報科学研究科では、情報処理学・情報システム学・情報生命科学の 3 専攻で取り組む

教育プログラム「創造力と国際競争力を育む情報科学教育コア」が、平成１９～２１年度

の文部科学省「大学院教育改革支援プログラム」において、理工農系分野の優れた教育プ

ログラムの一つとして採択されました。本支援プログラムは、平成１７～１８年度の競争

的資金による教育支援プログラム『魅力ある大学院教育』イニシアティブの後継で、優れ

た組織的・体系的な教育取組に対して重点的な支援を行うことにより、大学院教育の実質

化を推進することを目的としていました。本プログラムの柱であるアドバンストプロジェ

クトにおいて学生の自主性・主体性に重点を置く『学生の自主性に基づくプロジェクト型

教育』の中核事業として位置づけているのが提案公募型プロジェクト CICP（Creative and 

International Competitiveness Project）です。CICP プロジェクトは、自主性・主体性

の涵養とともに、研究計画立案・遂行能力の開発とグループ研究を通したコミュニケーシ

ョン能力の向上を目指しています。平成２２年度については、大学院教育改革支援プログ

ラム終了後も CICP を継続実施すべきとの要望が強かったため、規模を縮小して独自予算で

実施しました。目的は、これまでと同様、情報科学の基礎研究を推進する能力をもつ研究

者と最先端技術開発のための応用力をもつ技術者を養成するという本研究科の教育方針の

もと、国際競争力をもった人材を組織的に養成する情報科学分野での卓越した大学院教育

の拠点となることにあります。このプロジェクト活動を通した学生諸君の大いなる飛躍を

期待して、巻頭の言葉といたします。 

 

１．プロジェクト型研究の位置づけ 

本研究科の教育プログラムです。研究成果を出すこと自体ではなく、学生の研究プロジ

ェクト企画・推進力やコミュニケーション力を育むことを第１の目的としています。日々

の研究とは別に、学生が自ら挑戦したいテーマを募集し、その中から、独創性や将来性の

ある提案を６件程度選抜し、１件あたり１００万円を上限として経費を支給しています。

大胆なテーマに挑戦し、様々な失敗を将来の糧とできる、またとないチャンスとして、大

いに活用されることを期待しています。 

 

２．年間スケジュール概略 

 ２２年度の実施期間は８月～３月の８ヶ月でした。 

６/１８  ＷＥＢ掲示および学内メーリングリストによりプロジェクト公募を開始 

７/１   応募説明会を開催 

７/２０  電子メイルによる応募の締め切り 

７/２８  選抜会議 

７/２８  選抜結果公表と同時にプロジェクト開始 

７/３０    交付決定金額および予算執行説明会 

８/６   交付申請書提出締め切り 

９/１６    英語プレゼンテーション特別講義 

１０/６      学内中間発表会１日目（英語で開催） 

１０/１３  学内中間発表会２日目（英語で開催） 

３/１１  スプリングセミナーにてポスターセッションおよび来場者による人気投票 

３/１２  サイエンスフェスティバルにてポスターセッションと来場者による投票 

最優秀賞・優秀賞表彰式 

３/１４  各プロジェクト報告書提出締め切り 

 

３．応募状況 

公募に対し、応募締め切り時点で２０件の応募がありました。大部分の応募が締め切り
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５分前以降に集中しており、提出直前まで計画を練り上げていたと推測しています。 

 

４．選抜方法 

６名の審査委員が以下の項目に基づいて各々独立に２０件を書類審査しました。 

A. 計画性に関する項目 

A1: 公募条件を満たしているか、様式の大幅な逸脱がないか（１～５） 

A2: 予算目標と執行時期は適切か（１～５） 

B. 独創性に関する項目 

B1: チャレンジングな目標か（１～５） 

B2: メンバの選定に特色があるか（１～５） 

C. 実現性に関する項目 

C1: 裏付ける実績があるか（１～５） 

C2: 期間内に達成可能な計画か（１～５） 

D. おもしろさに関する項目 

D1: スプリングセミナー等デモに馴染むか（１～５） 

D2: おもしろさや楽しさがあるか（１～５） 

ただし、最終的には、採択優先順位が明確になるよう、各審査委員に配られた１０点票

（１枚）、６点票（２枚）、３点票（２枚）、１点票（１枚）を各プロジェクトに投票する形

式としました。選抜会議では、合計獲得点数が上位であることはもちろん、特定分野に偏

らないよう考慮して、最終的に７件を採択しました。なお、本報告書に収録している各プ

ロジェクトの報告書は応募先着順となっています。選抜時には一切考慮しませんでしたが、

採択プロジェクトリーダーの内訳は、博士後期課程が２名、博士前期課程が５名（１年：

４名、２年：１名）となっており、結果的に、多数の新入生がリーダーに選抜されました。

また、メンバも加えた参加人数は、のべ３６名（プロジェクト間の重複メンバも含む）に

達し、多くの学生がプロジェクト型研究に参加することとなりました。経費に関しては、

最上位プロジェクトには申請額の満額、以降、（順位-1）/10 を基準減額率として、最大で

５０％減までの傾斜配分を行いました。交付金額の平均は￥５７万となっています。 

 

５．実施状況 

 選抜結果と同時に交付決定金額を通知し、プロジェクトリーダーに対して、改めて交付

申請書の提出を求めました。これは、減額に対する対応や、制度上支出不可能な予算執行

計画の見直しを求めるだけでなく、他プロジェクトの採否結果を元に、プロジェクトリー

ダーがメンバを再構成して、ベストメンバで望めるようにするための措置です。また、減

額されたことを理由にプロジェクトを辞退できることを伝えましたが、辞退者はありませ

んでした。 各プロジェクトの詳細な活動計画、実施内容、および、自己評価については、

目次に続く本編をご覧ください。なお報告書は提出〆切に間に合った６プロジェクト分の

みを掲載しています。 

 

６．一般公開による評価 

３月１１日および１２日には、最終報告会として、スプリングセミナー（他大学の学部

生）およびサイエンスフェスティバル（一般の方）の参加者を対象とした、ポスターセッ

ションを開催しました。各プロジェクトとも趣向を凝らした成果発表を行い、参加者によ

る人気投票の結果をもとに、最優秀プロジェクトと優秀プロジェクトを各１件選定しまし

た。最優秀賞は MEJIA Ramon 君、優秀賞は水井俊文君に各々授与しました。投票結果は末

尾に掲載しています。 

 

７．学生による自己評価 

プロジェクトの計画・管理や研究費の申請・執行などの経験、中間報告会における英語

での発表や議論が大いに有益であった旨の自己評価が数多く見られました。また、目標を

期限内に達成するためのスケジュール管理などプロジェクト推進の難しさを実感した評価
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も多く見られました。スプリングセミナーやオープンキャンパスにおける発表では、学外

の学生にいかに興味を持ってもらうかに苦慮し、デモンストレーションの重要性に気付い

たとの分析や、単なるシステム開発だけではなく多くの人や部署と連携してプロジェクト

を遂行したことが非常に有益であったとの分析から、多くのリーダーが大学院における通

常の研究活動では得られない貴重な経験を積むことができたのでないかと考えています。 

 

８．本事業の自己評価 

 平成２２年度のプロジェクト型研究は、規模を縮小して実施しました。また、事前準備

を充実させるために、英語プレゼンテーション特別講義を開催しました。プロジェクト予

算は削減されましたが、昨年同様、学生は、単に研究室内で英語発表の練習をするだけで

は得られない貴重な経験を積むことができたのではないかと考えています。 

 

平成２２年度ＣＩＣＰ学生提案型研究プロジェクト一覧 

 

大杉直也： 人の目 VS 生体信号解析、どちらが人の心を読めるのか 

Erlyn Manguilimotan：Emotion and Stress Detection Using Social Networking and Mobile 

Applications 

井元兼太郎： 健康情報を用いたライフシミュレーション 

幾世知範： クラウドを暴く可視化システムの開発 

水井俊文： ぶれない一途なレーザーポインタの開発 

MEJIA Ramon Francisco： Project Bayanihan: A Web 2.0 Front-end for Flood Mapping 

Systems 

鳥倉広大： 新聞を読みマーケットの動向を予測する AI 自然言語処理的マーケットシ

ミュレータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別添資料３―１ 情報科学研究科アドバイザー委員会（第１６回）議事要旨 

１．日 時   平成 22 年 11 月 19 日（金）13：00～18：30 

２．場 所   情報科学研究科棟２階 Ａ206 研究科会議室 

        大学会館２階 特別会議室 

３．出席者   今瀬、今仲、上田、千葉、中村、平田、丸野、宮原、村野の各委員 

        西谷研究科長、松本（健）副研究科長、磯貝学長、木戸出副学長、 

村井理事、新名理事、澤田理事、畚野理事 

        関、伊藤、千原、鹿野、中島、岡田、横矢、杉本、小笠原（司）、飯田、

湊、砂原の各教授 

  欠席者   江村、久間、窪田、田井、土居、東倉、冷水の各委員 

  陪席者   東経営企画部長、横山企画総務課課長補佐、松山学生課課長補佐、奥田

研究協力課長、大場学術情報課長、林田人事課長、梅野会計課長、霜田

施設課課長補佐、中條環境安全衛生管理室長、荒瀬情報科学研究科事務

ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン 投

票結果 

1 日目 2 日目 合計 

大杉直也 金０３、銀０６ 金０２、銀０３ 金０５、銀０９ 

Erlyn Manguilimotan 金０１、銀０３ 金０３、銀０４ 金０４、銀０７ 

井元兼太郎 金０３、銀１０ 金００、銀０１ 金０３、銀１１ 

幾世知範 金０１、銀０５ 金０４、銀０４ 金０５、銀０９ 

水井俊文 金１３、銀０３ 金１１、銀０５ 金２４、銀０８ 

MEJIA Ramon Francisco 金１１、銀０２ 金１４、銀０７ 金２５、銀０９ 

鳥倉広大 金０１、銀０４ 金０1、銀０３ 金０２、銀０７ 
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室専門職員、中野情報科学研究科事務室員 

（配付資料一覧） 

 １．情報科学研究科アドバイザー委員会委員名簿 

 ２．情報科学研究科アドバイザー委員会（第 16 回）座席表 

 ３．情報科学研究科の現況について 

４．情報科学研究科の検証－データに語らせる－ 

５．情報科学研究科アドバイザー委員会（第 15 回）議事要旨 

６．国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学 GUIDE BOOK 2009-2010 

７．奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科研究科紹介 2009-2010 

８．平成 22 年度学生ハンドブック－履修案内・キャンパスライフ・諸規則－ 

 議事に先立ち、研究科長から、開会の挨拶が行われた。引き続いて、学長から挨拶が行

われた後、情報科学研究科事務室専門職員から、出席・欠席委員の紹介が行われた。 

 

４．議 事 

 （１）情報科学研究科の現況報告 

    研究科長から、情報科学研究科の現況について、配付資料３に基づき報告が行わ

れた。 

 （２）講座の見学 

    ２班に分かれて交互に見学を行った。 

①  ロボティクス講座（小笠原教授） 

②  応用システム科学講座（杉本教授） 

 （３）委員からの意見拝聴 

    各委員から、意見及び感想が寄せられ、意見交換が行われた。 

 

【ポスドク、博士後期課程学生のキャリアパスについて】 

任期満了ポスドクの進路先で、企業が５％と低い感じを受けるが、全国的に見ても同じ傾

向にある。企業側は優秀なドクターはたくさんいるという印象があり、むしろ積極的に採

用したいとは思っているので、大学で学生に企業に就職するよう後押しをしてもらいたい。 

 

【留学生について】 

博士後期課程で 23％の割合だが、大学、企業、及び日本全体の質の向上を目指すためには、

留学生の獲得が昨今から繰り返し言われているように重要になってくる。企業としても、

海外で研究所をつくったりして、現地で雇用したりしているが、日本全体を考えたとき、

日本の中の人材の留学生が入りやすいような、英語でも受けられるような環境がもっと整

備されるようになればいいと思う。 

人材を外国に頼らざるを得ないのであれば、インフラの整備や物の考え方を変えて行かな

くてはならない等の時間のかかる取り組みもあるが、短期的には個々の大学レベルからで

も対策は考えられる（受験料の負担軽減、遠隔での審査で旅費がかからなくする等）。 

 

別添資料３―２ 情報科学研究科アドバイザー委員会（第１７回）議事要旨 

１．日 時   平成 23 年 11 月 28 日（月）13：00～18：30 

２．場 所   情報科学研究科棟２階 Ａ206 研究科会議室 

        大学会館２階 特別会議室 

３．出席者   荒尾、井上、田井、谷口、千葉、中村、本位田、丸野、村野、山川の各

委員 

        湊研究科長、松本（健）副研究科長、磯貝学長、松本（裕）副学長、 

片岡副学長、新名理事、澤田理事、畚野理事、二宮監事 

        井上、関、安本、伊藤、飯田、山口、藤川、鹿野、中村、岡田、横矢、

萩田、小笠原、杉本、池田、金谷の各教授 
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  欠席者   上田、江村、久間、田中、平田、宮原の各委員 

  陪席者   堀江教育研究支援部長、北出経営企画部長、奥田企画総務課長、吉田学

生課長、桐山研究協力課長、大場学術情報課長、林田人事課長、成相会

計課長、岡本施設課課長補佐、荒瀬情報科学研究科事務室専門職員、  

若井情報科学研究科事務室員 

（配付資料一覧） 

 １．情報科学研究科アドバイザー委員会委員名簿 

 ２．情報科学研究科アドバイザー委員会（第 17 回）座席表 

 ３．情報科学研究科の現況について 

４．情報科学研究科の検証－データに語らせる－ 

５．情報科学研究科アドバイザー委員会（第 16 回）議事要旨 

６．国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学 GUIDE BOOK 2011-2012 

７．奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科研究科紹介 2011-2012 

８．平成 23 年度学生ハンドブック－履修案内・キャンパスライフ・諸規則－ 

 議事に先立ち、研究科長から、開会の挨拶が行われた。引き続いて、学長から挨拶が行

われた後、情報科学研究科事務室専門職員から、出席・欠席委員の紹介が行われた。 

 

４．議 事 

 （１）情報科学研究科の現況報告 

    研究科長から、情報科学研究科の現況について、配付資料３に基づき報告が行わ

れた。 

 （２）研究室紹介、及び見学（２班に分かれて見学、知能コミュニケーションはＡ206

で研究室紹介を行う。 

①   知能コミュニケーション研究室（中村教授） 

②   自然言語処理学研究室（松本裕治教授） 

③   計算システムズ生物学研究室（金谷教授） 

 （３）委員からの意見拝聴 

    各委員から、意見及び感想が寄せられ、意見交換が行われた。主な内容は以下の

とおり 

 

【ＳＲＧについて】 

 目指すべき方向性については、サイエンティフィックな面と事業化寄りの話になるかと

思うが、一応の方向としては、サイエンスと実用化の融合を狙いながら、若手研究者の育

成についても視野に入れている。ただ、評価という一つの側面で考えると、どのような視

点で行うのかという課題も出てくるであろう。 

 ほかの意見としては、方向性を特に決める必要性はないのではないかということで、た

だ、最終的には社会のイノベーションということになると思うので、大学において研究開

発を行い、社会との接続、風通しを良くしていくような形にするのが理想と言えるだろう。 

 

【基礎研究の充実について】 

 留学生との関係で、奨学金等の給付をすれば、研究テーマは何でもＯＫという風潮が以

前はよく見受けられたものだが、ここ最近においては、テーマについて強いこだわりをも

ち、アンダーグラデュエイトの時点から、実用的な点を重視して、ある種、学問の怖さを

知らずにアグレッシブに研究に取り組んでいく傾向がある。 

 また、関連した話として、留学生の獲得については、ドラスティックに数の面で増加し

ているということではないが、それというのも、質と量のバランスに考慮しつつ、厳格な

スクリーニングを、例えば文科省の大使館推薦試験を受験し合格レベルに充分達している

人などに対して実施し、それなりの基準にあるものを受け入れる方針をとっている。 

 

【ソフトウェアを取り巻く現状について】 
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 残念ながら日本は遅れをとっており、最近はなかなか欧米勢に勝ててないというのが実

情である。ハードウェアについては、スーパコンピュータ「京」に見られるように、強み

はあると言えるのだが…。一因として、産業界がだらしがないということもあるのだが、

大学においてもその分野における研究強化に取り組んでいただけたらと切に思う。 

 欧米と比べて、ソフトウェアに対する構造的な考え方の違い（例として、欧米では、一

般的に成功報酬が莫大でモチベーションの高揚につながっている等）が影響していると言

える。 

 大学としてどう強みを醸し出していくかについては、いろいろな考え方があるとは思う

が、産業界というか、具体的な企業と大学とがもう少しタイトに、寄附講座とかそういっ

た既存のシステムではなく、何か新しい枠組みを構築していき、教育の中身も研究のやり

方も一緒にやっていくことが必要になってくるのではないか。産業界の現場をきちんと構

造的、体系的に学ぶ機会を持ち、今までの取組ではない新しいものの創設が必要であろう。 

 

【学生の教育について】 

 精神的なタフさに欠けるところがあり、問題を解く能力は優れていると言えるのだが、

問題を創ることには不得手である。本学においては、学生のプロジェクト企画の公募事業

であるＣＩＣＰ、IT-Keys のようなプロジェクトベースドラーニングの取組で実績を上げ

ているところではあるのだが、ＭＯＴについては弱いところがあるので、今後予定してい

るカリキュラムの改定で、そのあたりの課題を解消していきたいと考えている。 

 

【情報科学について】 

 19 世紀が技術の時代、20 世紀が物理学と化学で、21 世紀は情報と生命の時代だと言わ

れることもあるのだが、まだ、情報学、情報科学が世の中に浸透していないとみる向きも

ある。本学においては、バイオインフォマティクスの創成期に情報生命科学専攻を立ち上

げたところであるが、研究科改組の形でそれを一旦解消し、新たにどのようにしていくの

かというのが現在の段階である。 

iＰＳ細胞が本学から生まれたように、情報科学においても、それに匹敵するような大

きなアクションを起こしていただけたらと思う。 

 

別添資料３―３ 情報科学研究科アドバイザー委員会（第１８回）議事要旨 

１．日 時   平成 25 年 1 月 17 日（木）13:30～19:00 

２．場 所   情報科学研究科棟２階 Ａ206 研究科会議室 

大学会館２階 特別会議室 

３．出席者   井上、上田（修）、江村、田井、中山、谷口、上田（徹）、佐藤、平田、

本位田、丸野、宮原、村野の各委員 

        湊研究科長、松本（健）副研究科長、磯貝学長、松本（裕）副学長、 

片岡副学長、村井理事、新名理事、髙比良理事、畚野理事、二宮監事、 

        井上、関、安本、飯田、山口、藤川、鹿野、中村、岡田、横矢、加藤、

小笠原、杉本、笠原、金谷の各教授 

欠席者   荒尾、久間の各委員 

  陪席者   堀江教育研究支援部長、北出経営企画部長、奥田企画総務課長、竹下学

生課長、桐山研究協力課長、森川学術情報課長、林田人事課長、成相会

計課長、末廣施設課課長、藤井情報科学研究科事務室専門職員、若井情

報科学研究科事務室員 

（配付資料一覧） 

１．情報科学研究科アドバイザー委員会委員名簿 

２．情報科学研究科アドバイザー委員会（第 18 回）座席表 

３－１．情報科学研究科の現況 

３－２．平成 25 年度カリキュラム改定案について 
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４．情報科学研究科の検証 –データに語らせる– 

５．情報科学研究科アドバイザー委員会（第 17 回）議事要旨 

６．国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学 GUIDE BOOK 2011-2012 

７．奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科研究科紹介 2012-2013 

８． 平 成 24 年 度 学 生 ハ ン ド ブ ッ ク  － 履 修 案 内 ・ キ ャ ン パ ス ラ イ フ ・ 諸 規 則 － 

９．学長インタビュー 

１０．ＮＡＩＳＴ東京フォーラム 2012  育てよう「明日の山中さん」 

１１．国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学 財務報告書 2012 

 ※資料６～８はアドバイザー委員のみ配付 

議事に先立ち、研究科長から、開会の挨拶が行われた。引き続いて、学長から挨拶が行

われた後、情報科学研究科事務室専門職員から、出席・欠席委員の紹介が行われた。 

 

４．議 事 

（１）情報科学研究科の現況報告 

研究科長から、情報科学研究科の現況について、配付資料３―１、３―２に基づき

報告が行われた。 

（２）研究室紹介、及び見学（２班に分かれて見学で研究室紹介を行う） 

①  ユビキタスコンピューティングシステム研究室（安本慶一教授） 

②  数理情報学研究室（柴田智広准教授） 

③  インタラクティブメディア設計学研究室（加藤博一教授） 

（３）委員からの意見拝聴 

各委員から、意見及び感想が寄せられ、意見交換が行われた。主な内容は以下の

とおり 

 

【横断的研究等について】 

最近では１研究室内のみの研究ではなく、複数の研究室を横断する融合的プロジェクト

が社会的にも重要視されている。しかしながら組織的視点では、縛り等が多く実現する

のはなかなかに難しいところもある。そういった点で、奈良先端科学技術大学院大学は

よく取り組んでいると思う。一方で、何か深みのあるコアな研究をしっかり持つことも

やはり大事ではないかと考える。引き続きバランスを保ちながら頑張ってもらいたい。 

 

【外部アピールについて】 

博士後期課程学生の充足数を満たすことは非常に難しい中で、情報科学研究科は充足

率がほぼ 100％というのはすごいことである。また修了後大学に就職する学生数も全国

規模でみると驚異的な数といえる。そういうところももっと外部にアピールしたらよい

と思う。 

 

【同窓会ネットワークについて】 

英語コース等留学生にとって充実したカリキュラムが見受けられ、受け入れやすい体制

作りをされていると思う。一方で、日本のことをあまり理解せず母国に帰ることも考えら

れ、日本に来た意味がなくなるのではと危惧している。日本文化の講義を設けていたり、

日本語補講を行っているという話だが、修了生が将来母国に帰るにせよ日本を理解した親

日派を増やすことは長期的に非常に大きな財産になると思う。 

また、奈良先端科学技術大学院大学は教員人事の流動率が高く、それはすごくいい事だ

とは思うが、逆に卒業生が戻ってくる場所が無いのではないか。修了生は貴重な財産であ

り、その活用がうまくされてないと思う。日本・海外問わず同窓会ネットワークの体制作

りに励んでいただきたい。 
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